


















































































































































順位 接続詞 使用数 比率（％） 順位 接続詞 使用数 比率（％）
1 しかし 37674 14.68 1 そして 171 14.97
2 そして 26161 10.19 2 しかし 143 12.52
3 また 21136 8.23 3 また 123 10.77
4 だから 12808 4.99 4 でも 104 9.11
5 だが 10976 4.27 5 だから 101 8.84
6 ただ 10966 4.27 6 それで 71 6.22
7 でも 10565 4.11 7 それに 41 3.59
8 つまり 8301 3.23 8 まず 39 3.42
9 それに 8063 3.14 9 たとえば 27 2.36
10 それで 7337 2.85 10 それから 24 2.10
11 ところが 5938 2.31 11 そのため 22 1.93
12 さらに 5735 2.23 12 つまり 21 1.84
13 たとえば 5058 1.97 13 なぜなら 20 1.75
14 したがって 4605 1.79 14 だが 17 1.49
15 ただし 4562 1.77 14 けれど 17 1.49
16 しかも 4411 1.71 16 このように 13 1.14
17 そのため 4285 1.67 17 さらに 11 0.96
18 それから 3982 1.55 17 したがって 11 0.96
19 すると 3456 1.34 17 では 11 0.96
20 すなわち 3335 1.30 17 そうすると 11 0.96
21 まず 3033 1.18 21 その後 10 0.88
22 その後 2710 1.05 21 一方 10 0.88
23 一方 2647 1.03 23 ただ 8 0.70
24 それでも 2630 1.02 23 それでは 8 0.70
25 実際 2439 0.95 23 それなら 8 0.70
26 けれど 2324 0.90 26 しかも 7 0.61
27 もっとも 2039 0.79 27 ところが 6 0.53
28 なぜなら 1931 0.75 27 とにかく 6 0.53
29 このように 1928 0.75 29 それでも 5 0.44
30 こうして 1879 0.73 29 とくに 5 0.44
31 とくに 1809 0.70 29 そうしたら 5 0.44
32 あるいは 1661 0.64 29 なぜかというと 5 0.44
33 とにかく 1534 0.59 33 すなわち 4 0.35
34 むしろ 1415 0.55 33 こうして 4 0.35
35 では 1258 0.49 33 だけど 4 0.35
36 結局 1209 0.47 33 そのうえ 4 0.35
37 だけど 1207 0.47 37 それとも 3 0.26
38 かつ 1195 0.46 37 それにしても 3 0.26
39 ちなみに 988 0.38 37 以上 3 0.26
40 だって 905 0.35 37 ですが 3 0.26


























42 事実 801 0.31 37 または 3 0.26
43 そうすると 782 0.30 43 ただし 2 0.18
44 ところで 774 0.30 43 実際 2 0.18
45 それとも 745 0.29 43 もっとも 2 0.18
46 さて 731 0.28 43 むしろ 2 0.18
47 というのも 712 0.27 43 結局 2 0.18
48 それなのに 683 0.26 43 というのは 2 0.18
49 それにしても 668 0.26 43 とはいえ 2 0.18





順位 接続詞 使用数 比率（‰） 順位 接続詞 使用数 比率（‰）
1 でも 10016 17.51 1 でも 574 29.42
2 しかし 4793 8.38 2 だから 296 15.17
3 そして 4369 7.64 3 たとえば 211 10.81
4 ちなみに 3091 5.40 4 それで 196 10.04
5 また 3000 5.24 5 そして 153 7.84
6 だから 2737 4.78 6 それから 104 5.33
7 ただ 2246 3.93 7 けど 85 4.35
8 それで 2141 3.74 8 また 84 4.30
9 それに 1694 2.96 9 ただ 55 2.81
10 まず 1403 2.45 10 あるいは 29 1.48
11 しかも 1360 2.38 11 そうすると 23 1.17
12 その後 1307 2.29 12 つまり 20 1.02
13 さて 1291 2.26 13 しかし 19 0.97
14 ただし 1148 2.01 14 だけど 19 0.97
15 それでも 1015 1.77 15 では 11 0.56
16 実際 995 1.74 16 けれど 10 0.51
17 つまり 877 1.53 17 それでも 8 0.41
18 それから 750 1.31 18 それに 6 0.30
19 結局 674 1.18 18 または 6 0.30
20 さらに 663 1.16 20 だって 5 0.25
21 だって 617 1.08 20 それでは 5 0.25
22 とにかく 571 1.00 22 ところが 4 0.20
23 では 531 0.93 22 一方 4 0.20
24 それにしても 468 0.82 24 ですが 3 0.15
25 すると 467 0.82 24 それとも 3 0.15
25 ところが 467 0.82 24 どっちみち 3 0.15
27 ですが 464 0.81 27 それにしても 2 0.10
28 一方 410 0.72 27 すると 2 0.10
29 そのため 385 0.67 27 だが 2 0.10
30 だが 374 0.65 27 とくに 2 0.10
31 だけど 359 0.63 27 かえって 2 0.10
32 けど 351 0.61 32 ところで 1 0.05
33 ところで 313 0.55 32 なのに 1 0.05
34 むしろ 298 0.52 32 そのうえ 1 0.05
35 それとも 294 0.51 32 いわば 1 0.05
36 以上 278 0.49 32 ようするに 1 0.05
37 たとえば 277 0.48 37 ちなみに 0 0.00
38 よって 251 0.44 37 まず 0 0.00
39 それでは 250 0.44 37 しかも 0 0.00
40 それでは 250 0.44 37 その後 0 0.00




















⑤　表 3 は書き言葉、表 4 は話し言葉と照らし合わせたもので、表 5 は基準外である。





42 そうすると 206 0.36 37 ただし 0 0.00
43 もしくは 192 0.34 37 実際 0 0.00
44 もっとも 186 0.33 37 結局 0 0.00
45 なぜなら 179 0.31 37 さらに 0 0.00
46 なのに 159 0.28 37 とにかく 0 0.00
47 したがって 157 0.27 37 そのため 0 0.00
48 最初に 152 0.27 37 むしろ 0 0.00
49 または 148 0.26 37 以上 0 0.00














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































この分析から、 1 ）学習者は教科書の出現頻度が高いものをよく使う。 2 ）初級教科書の
出現頻度が高いものをよく使う。という結論が得られた。











げられた語で学習者の使用頻度が11件であったが、表 4 では使用頻度が 0 であった。「それ
に」は18位で0.3％の割合を見せたが、「まず」「しかも」も 0 ％である。
しかし、「まず」の場合は少し事情が違う。「まず」は書き言葉では学習者の使用順位 8 位
の接続詞で21位の日本人よりもよく使う語である。この理由についての分析は 5 ． 2 ．教科
書別教え方で詳しく取り上げることにする。








5 ． 1 ． 3 ．学習者がよく使っているが教科書出現頻度が低いもの




















































































































●阿部裕子外 6 人、2000年 4 月10日、『上級で学ぶ日本語』、研究社出版株式会社
●石沢弘子外 4 人、2008年 3 月25日、『みんなの日本語初級Ⅰ教え方の手引き』、株式会社スリーエーネッ
トワーク
●石沢弘子外 4 人、2008年 6 月 4 日、『みんなの日本語初級Ⅱ教え方の手引き』、株式会社スリーエーネッ
トワーク
●沢田幸子外 8 人、2009年 3 月 3 日、『みんなの日本語中級Ⅰ本冊』、株式会社スリーエーネットワーク
●田中よね外 5 人、2011年 2 月28日、『みんなの日本語初級Ⅰ本冊』、株式会社スリーエーネットワーク








●荻原稚佳子外 3 人、2005年 7 月29日、『日本語上級話者への道―きちんと伝える技術と表現』、株式会
社スリーエーネットワーク
●平井悦子、三輪さち子、2006年 2 月 8 日、『中級へ行こうー日本語の文型と表現59』、株式会社スリーエー
ネットワーク
●平井悦子、三輪さち子、2007年 9 月20日、『中級を学ぼうー日本語の文型と表現56中級前期』、株式会
社スリーエーネットワーク
●平井悦子、三輪さち子、2009年11月 6 日、『中級を学ぼうー日本語の文型と表現82中級中期』、株式会
社スリーエーネットワーク
―WEB サイト
● goo 事典　http://dictionary.goo.ne.jp/
●少納言―KOTONOHA「現代日本語書き言葉均等コーパス」http://www.kotonoha.gr.jp/shonagon/
●日本語学習者の話し言葉を調査する「タグ付き KY コーパス」http://jhlee.sakura.ne.jp/kyc/
●日本語学習者作文コーパス　http://sakubun.jpn.org/
